
１２月の保健目標   かぜの予防をしよう。 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ、令和７年も残すところ１か月となりました。 

全国的にインフルエンザの感染が猛威をふるっています。茨城県でも、インフルエンザ警報が発令されま

した。ご家庭でも感染症対策について、再度お子様とお話しくださいますようよろしくお願いいたします。

学校でも感染症が蔓延しないよう、対策に万全を尽くしていきたいと思います。 

また、お茶（緑茶）の持参についても引き続きご協力をよろしくお願いいたします。

お茶の持参はうがいだけではなく、お茶を飲んで喉を潤す目的もあります。喉が潤っ

ていると、喉の粘膜がウイルスの侵入を防いでくれるので、予防に効果的です。 

 

 

 

インフルエンザ（疑いも含む）と診断された場合は、必ず学校へ連絡してください。インフルエンザの出

席停止期間は、「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日」となっています。 

インフルエンザは主に、発熱、のどの痛み、咳、鼻水・鼻づまり、頭痛、倦怠感、関節や筋肉などの痛み

など全身の症状が出る感染症です。 

また、インフルエンザに罹患すると、けいれんや異常行動を起こすことがあります。転落事故などに至る

おそれのある重度の異常行動は、就学時以降の未成年者に多く、発熱から２日間以内に発現することが多い

と言われています。事故を防ぐためにも、お子さんから目を離さないようにし、窓の鍵を確実にかけるなど

対策を講じて看病をしましょう。 
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インフルエンザに注意しましょう。 

 



 

 

  

あと１か月で今年も終わります。何かと慌ただしい年の瀬は、特に生活リズムが乱れがちになります。 

 夜はぐっすりと眠り、朝はすっきりと目覚められるような良質な睡眠はとれていますか？良質な睡眠をと

ることで、日中の学習や運動の力を存分に発揮できたり、免疫力を高めたりすることができます。 

 しっかりと良質な睡眠をとって、元気に新年を迎えられるといいですね。 

良質な睡眠をとって元気に過ごしましょう。 


